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   9月は防災の日・救急の日があります。日頃からご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？ 

小さな子どもは、まだ何が危険かを予測することができず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が 

安全な環境を整えてあげましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年９月 1日 

社会福祉法人からしだね 

足立区立青井保育園 

看護師 

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、

じつは事故の危険性の高い場所だということを

ご存じでしょうか？０～６歳の子どもの事故の

約４０％は、家の中で起こっています。 

 家の中で起こる事故はさまざまですが、特に

命にかかわるのが、窒息です。０歳児が圧倒的

に多いものの、１歳児、２歳児でもゼロではあ

りません。家の中の安全・安心な場所にするた

めに、もう一度チェックしてください。 

 

小さいものはしっかり管理 
 ３歳の子どもの口の大きさは約４㎝。これ

より小さなものは、子供の手の届かないとこ

ろに保管しましょう。ボタン電池・ナッツ

類・たばこ・薬など、身近なものでも飲み込

むと危険なものはたくさんあります。 

 

ソファーやベビーベットから落ちた

り、たばこを飲み込んだりといった事故

がよくあります。 

炊飯器や電気ポットなど、調理器具による

やけどが多い場所。 

 残り湯に落ちる、入浴中にちょっと目

を離したすきにおぼれるなど、水の事故

の危険があります。 

 台など上って手すりを越える事故が、３

歳以降急増します。危険なものがないかチ

ェックしましょう。 

 



救急車を呼ぶべき？？迷った時 
�  ＃７１１９ 

 
急なケガや病気の時、救急車を呼ぶべきか判断に迷

ったら 

『＃７１１９』に電話しましょう。医師や看護師な

どの専門家が、病気やケガの状態を聞き緊急性を判

断してくれたり、病院を紹介してくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 ９月１日は「防災の日」 
最近では、7 月 28 日熊本県熊本地方を震源とする地震がありました。災害は突然起こ

るため、日頃からの備えが子どもたちの命と健康を守ることにつながります。園では毎

月の避難訓練に加え、非常時にも子どもたちが安心して過ごせるよう、職員間で対応を

確認し、備蓄品や救急用品の点検を行っています。また、ご家庭でも避難場所や連絡方

法、常備薬やおむつ、ミルクなどお子さんに必要な物品を改めて確認しましょう。大切

なお子さんを守るために、園とご家庭が一緒に防災への備えを進めていきたいと思いま

す。 

 

★子ども視点の非常持ち出し袋★ 

子どもは環境が変わることに敏感に反応します。避難先で少しでも落ち着いて過ごすた

めに、推奨されている非常持ち出し袋の中身を紹介します。 

 

 子供の好きな飲み物 

 水が無くても食べることの出来る物（その月齢に合った離乳食） 

 ゼリードリンクなど元気が出る物 

 環境が変わると母乳も出なくなることもあるため、液体ミルクと乳首 

 母乳をあげるのではあれば目隠しの為のケープ 

 おもちゃ（音のしないもの・絵本やシールブック・ 

折り紙やぬりえ） 

 

 

 

9 月 9日は 救急の日 

救急とは、急病人・ケガ人・事故などの負傷者に応

急の手当てをすること。病気やケガ・負傷の大きさ

には関係なく、子どもたちの毎日の擦り傷なども同

じです。 

とっさに慌てないためにも、 

簡単な応急手当の方法を知って 

おくと安心ですね。 

９月９日は救急の日 

●すり傷 

・傷口が砂や泥などで汚れていたら、水で良

く洗い流します。 

・血が出ていたら、清潔なハンカチで押さえま

す。 

 

●ねんざ 

・ケガをした所を動かさない 

・氷を入れたビニール 

袋などで冷やします 

 

●つき指 

・氷を入れたビニール 

袋などで冷やします※ 

・隣の指と、テープ 

などで固定する 

 

●鼻血 

・少し下を向いて、 

小鼻をおさえます 

（小鼻⇒鼻のふくらみの部分） 

                

 

引用：雑誌「健」 


